
９ ． 岡山大学生殖補助医療技術キャ リ ア養成特別コ ース

１ 　 受入人員

　 　 １ ０ 人程度

２ 　 コ ースの特色

　  　 体外受精など医療現場での即戦力と なり える諸技術を兼ね備えた生殖補助医療技術者を養成するこ と を

目的に， 生殖補助医療技術に関する科目を 体系的に学修でき る教育課程と し て， 農学部及び医学部保健学

科に設置さ れたも のである。

　  　 農学部及び医学部保健学科双方の開講する指定科目を合計２ ０ 単位修得し た学生には， 卒業時に「 コ ー

ス修了証書」 が授与さ れる。

３ 　 履修者

　 　 所定の手続により 本コ ースの履修を申請し て履修を許可さ れた学生

４ 　 コ ース修了の要件

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件単位数 備　 考

必 修 科 目

保健科学入門 １ １ 医学部開講科目

医療経済学 2 2 医学部開講科目

感染免疫学 １ １ 医学部開講科目

動物生殖生理学 2 2 農学部開講科目

動物発生工学１ １ １ 農学部開講科目

動物発生工学２ １ １ 農学部開講科目

生殖補助医療学 2 2 農学部開講科目

生殖補助医療技術実習Ⅰ 2 2 農学部開講科目

生殖補助医療技術実習Ⅱ １ １ 農学部開講科目

生殖補助医療技術実習Ⅲ 2 2 農学部開講科目

選択必修科目

基礎遺伝子学 2

2

医学部開講科目

基礎遺伝学１ １ 農学部開講科目

基礎遺伝学２ １ 農学部開講科目

基礎病態学 2

2

医学部開講科目

動物内分泌学１ １ 農学部開講科目

動物内分泌学２ １ 農学部開講科目

感染看護学 １
1

医学部開講科目

感染予防学 １ 医学部開講科目

合計単位数 20

　 　 上表の「 修了要件単位数」 の記載に従い， ２ ０ 単位を修得し た学生についてコ ース修了者と 認定する。

５ 　 注意事項

　  　 本コ ースで修得し た医学部開講科目の単位は， 開講学部以外の学生が履修し 単位を修得し た場合に教養

教育科目と し て取り 扱う 授業科目を除き， 農学部の卒業要件単位に算入さ れない。

　 　 農学部開講科目の単位は， 農学部規程の定めると こ ろによる。
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10． 岡山大学農学部国際農学プログラ ム
（ Global  A gr i-science Pr ogr am： GA P） 特別コ ース

１ ． 受入人員

　  　 毎年度４ 名程度募集を行う が， 希望者が多い場合は選抜を行い受け入れ学生を決定する。 欠員が出た場

合は別途希望を募り ， 選抜の後， 受け入れを決定する。

２ ． コ ースの特色

　  　 食料の量的質的需要が拡大し ているアジア・ アフ リ カ 地域の食料供給を支え環境を保全し つつ SDGs を

実現でき る幅広い知識・ 見識と 国際的な対応能力を 持っ た人材を 目的と し て GAP 国費外国人留学生と と

も に修学する。

　  　 指定の科目を１ ８ 単位修得し た学生には卒業時に「 コ ース修了証書」 が授与さ れる。

３ ． 履修者

　  　 所定の手続きにより 本コ ースの履修を申請し て履修を許可さ れた農学部学生なら びに GAP 国費外国人留

学生

４ ． コ ース修了の要件

科目区分 授業科目名 単位数 修了要件単位数

必 修 科 目

データ サイ エンス１ 1 1

データ サイ エンス２ 1 1

国際農学概論 2 2

選 択 必 修 科 目

GA P セミ ナー１ − １ 0.5

2

GA P セミ ナー１ − ２ 0.5

GA P セミ ナー２ − １ 0.5

GA P セミ ナー２ − ２ 0.5

GA P セミ ナー３ − １ 0.5

GA P セミ ナー３ − ２ 0.5

GA P セミ ナー４ − ２ 0.5

GA P セミ ナー４ − ２ 0.5

実践的科目＊
1 12 

合計単位数 18

　 　 ＊ まき ばの実習， 農場体験実習， 牧場実習， 中国・ 四国地区大学間連携フ ィ ールド 演習， イ ン タ ーン シッ プ， 基

礎生物学実験， 基礎分析化学実験， 各コ ース実験， フ ィ ールド 基礎実習， フ ィ ールド 実習１ ， 農家体験実習，

特別開講の実践的科目を含む。

　 　 上表の「 修了要件単位数」 の記載に従い， １ ８ 単位を修得し た学生についてコ ース修了者と 認定する。
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12． 岡山大学農学部学生交流取扱細則

　 （ 目的）

第１ 条　 こ の細則は， 本学部規程第１ ９ 条第２ 項及び第２ １ 条第２ 項の規程に基づき 学生交流の取扱いに関

し て， 必要な事項を定める。

　 （ 定義）

第２ 条　 こ の細則における「 学生交流」，「 他の大学」 及び「 大学間協議」 と は， 次の定義による。

２ 　 「 学生交流」 と は， 本学部が教育上有益と 認め， 他の大学と の協議に基づき， 当該大学又は当該短期大

学（ 外国の大学又は短期大学を 含む。 以下当該大学と いう 。） の授業科目を履修さ せる学生（ 以下「 派遣

学生」 と いう 。） の派遣及び他の大学の学生で本学部と の協議に基づき 本学部の授業科目を 履修する学生

（ 以下「 特別聴講生」 と いう 。） の受け入れをいう 。

３ 　 「 他の大学」 と は， 本学部が学生交換を 行う 国・ 公・ 私立大学（ 短期大学を 含む。） 又は外国の大学

（ 短期大学を含む。） をいう 。

４ 　 「 大学間協議」 と は， 学生交流について， 本学部と 他の大学又は， 他の大学の学部の間で， 授業科目，

単位数， 学生数， 期間， 単位認定方法， 授業料等の費用， その他実施上必要と さ れる具体的な措置につい

て行う 協議をいう 。

　 （ 審議）

第３ 条　 学生交流について， 大学間協議を行う と きには， 教授会の議を経なければなら ない。

　 （ 派遣学生）

第４ 条　 派遣学生を 志願する 学生は， 指導教員の承認を 得て， 学部長に願い出， 許可を 得なければなら な

い。

２ 　 指導教員の承認を得た学生は， 次の書類を提出し なければなら ない。

　 一　 聴講許可願

　 二　 指導教員の推薦書

　 三　 他の大学が必要と する書類

３ 　 学部長は他の大学と の協議が成立し た後， 学生に許可を与えるも のと する。

４ 　 出願の時期は， 大学間協議の定めると こ ろによる。

第５ 条　 派遣学生が他の大学で履修し た単位は， ３ ０ 単位を限度と し て， 卒業の要件単位と し て取り 扱う こ

と ができ る。 ただし ， 原則と し て本学部必修科目の単位と し ては認めない。

２ 　 前項の単位認定は， 教授会で行う 。

第６ 条　 派遣学生は， 履修期間が終了し たと きすみやかに修了報告書を学部長に提出し なければなら ない。

　 （ 特別聴講学生）

第７ 条　 他の大学の学生で， 本学部の授業科目の履修を 志願する者があると き は， 当該大学と の協議に基づ

き特別聴講学生と し て履修を認めるも のと する。

第８ 条　 特別聴講学生を 志願する学生は， 次の書類を 履修する 授業科目が開講さ れる日の２ か月前までに

（ 外国の大学の場合は４ か月前までに） 当該大学の長から 学部長に提出し なければなら ない。

　 一　 特別聴講学生願

　 二　 成績証明書

　 三　 指導教員の推薦書
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　 四　 健康診断書

　 五　 その他本学部が必要と 認める書類

第９ 条　 特別聴講学生が， 本学の秩序をみだし ， 学生の本分にも と る行為があっ たと き， あるいは学生交流

の主旨に反し たと き は， 当該大学と 協議の上， 特別聴講学生と し ての身分を取り 消すこ と がある。

第１ ０ 条　 特別聴講学生の履修方法・ 単位修得等については， 本学学生と 同等に取り 扱い， 修得し た単位に

ついては， 単位修得証明書を交付する。

　 　 附　 則

　 こ の細則は， 平成１ ６ 年４ 月１ 日から 施行する。
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コース 研究ユニッ ト 職　 名 氏　 　 名 内線

農
　
芸

　
化

　
学

　
コ

　
ー

　
ス

天然物有機化学
教 授
准教授

清田　 洋正
泉　 実

8348
8305

生理活性化学
教 授
教 授

神崎　 浩
仁戸田　 照彦

8297
8291

糖鎖機能化学
教 授
准教授

木村　 吉伸
前田　 恵

8296
8292

微生物遺伝子化学
准教授
准教授

守屋　 央朗
根本　 理子

8712
8303

食品生物化学
教 授
助 教

中村　 宜督
中村　 俊之

8300
8310

生物情報化学
教 授
准教授

村田　 芳行
宗正　 晋太郎

8310
8310

微生物機能学
教 授
准教授

田村　 隆※
金尾　 忠芳

8293
8398

応
　
用

　
植

　
物

　
科

　
学

　
コ

　
ー

　
ス

遺伝子細胞工学
教 授
教 授
准教授

一瀬　 勇規
山本　 幹博
松井　 英譲

8308
8301
8307

ゲノム遺伝解析学 准教授 門田　 有希 8354

植物病理学
教 授
准教授

豊田　 和弘
能年　 義輝

8357
8311

植物遺伝育種学
教 授
准教授

加藤　 鎌司
西田　 英隆

8323
8312

農産物利用学 准教授 赤木　 剛士 8337

農産物生理学
教 授
准教授

久保　 康隆
牛島　 幸一郎

8338
8355

作物生産技術学
教 授
助 教

齊藤　 邦行（ 併）
中嶋　 佳貴（ 併）

8346
8294

果樹園芸学
准教授
准教授
助 教

平野　 健
福田　 文夫（ 併）
河井　 崇

8320
8322
8344

野菜園芸学
教 授 吉田　 裕一 8317

教 授 安場　 健一郎（ 併） 8304

作物開花制御学
教 授
准教授

後藤　 丹十郎
北村　 嘉邦

8318
8290

作物学
教 授 平井　 儀彦 8316

助 教 冨田　 朝美 8315

コース 研究ユニッ ト 職　 名 氏　 　 名 内線

応  

用  

動  

物  

科  
学  

コ  

ー  

ス

動物生殖生理学
教 授
准教授

木村　 康二（ 併）
山本　 ゆき

8349
8385

動物生殖細胞工学
教 授
准教授

舟橋　 弘晃
若井　 拓哉

8329
8302

動物生理学
教 授
准教授
W T T 教員

（ 助　 教 ）

齋藤　 昇
畑生　 俊光
勝俣　 沙智

8335
8306

動物遺伝育種学 准教授 揖斐　 隆之 8332

動物遺伝学 准教授 辻　 岳人 8325

動物栄養学
教 授
准教授

西野　 直樹
鶴田　 剛司

8331
8336

動物応用微生物学
教 授
准教授

森田　 英利
荒川　 健佑

8343
8353

生殖補助医療学
准教授 大月　 純子◇ 8367

助 教 田﨑　 秀尚◇ 8327

環
　
境

　
生

　
態

　
学

　
コ

　
ー

　
ス

緑地生態学
教 授
教 授

坂本　 圭児
三木　 直子

8375
8377

森林生態学

教 授
准教授
准教授
研 究 助 教

（ 特　 任 ）

廣部　 宗
兵藤　 不二夫
宮﨑　 祐子
松本　 哲也

8373
8422
8342
8319

土壌環境管理学 教 授 嶋　 一徹 8347

水系保全学 准教授 福田　 宏 8370

昆虫生態学
教 授
助 教
研 究 助 教

（ 特　 任 ）

宮竹　 貴久
藤岡　 春菜
松村　 健太郎

8339
8313

進化生態学 准教授 岡田　 賢祐 8324

生物生産システム工学
教 授
准教授

門田　 充司
難波　 和彦

8352
8364

食料生産システム管理学 准教授 大仲　 克俊 8371

資源管理学
准教授
助 教

駄田井　 久※
東口　 阿希子

8372
8333

国際農村開発学
教 授
教 授
准教授

金　 　 枓哲
生方　 史数
本田　 恭子

8886
8885
8894

（ 注）  ※は， グロ ーバル人材育成院の専任教員を示す。

　 　  ◇は， 農学部の教員を 兼担し ている こ と を示す。

　 　  W T T 教員はウーマンテニュアト ラック 教員の略。

13． 教 員 名 簿

農 学 部　 　 代表電話　 086− 252− 1111　 ダイヤルイン　 086− 251− 内線電話

総合農業科学科

附属山陽圏フ ィ ールド 科学センタ ー

職 名 氏 名 内 線

Ｆ Ｓ Ｃ

教 授 安場　 健一郎 8304

教 授 齊藤　 邦行 8346

教 授 木村　 康二 8349

准教授 福田　 文夫 8322

助 教 中嶋　 佳貴 8294

農学部事務室

担 当 内 線 住　 　 所

教務学生担当 8286・ 8287 〒700-8530
岡山市北区津島中一丁
目１ 番１ 号総務担当 8282・ 8275

センタ ー担当 8392・ 8395
〒700-0084
岡山市北区津島桑の木
町１ 番62号
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14． 農学部建物配置図
福

居
入

口
バ

ス
停

薬
学

部

農
学

部
Ⅲ

号
館

共
通

光
合

成
実

験
室農

学
部

Ⅱ
号

館

農 学 部 Ⅰ 号 館

農
学

部
Ⅳ

号
館

Ｎ

研
究

圃
場

至
国

道
5

3
号

線

正
門

西
門

硝
子

室
･

実
験

棟

網
室

研
　

究
　

圃
　

場

果
樹

園

動
物

実
験

施
設

実
習

棟

汎
用

温
室

至
妙

善
寺

水
　

　
田

畑
　

　
地

農
学

部
附

属
山

陽
圏

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
セ

ン
タ

ー
（

F
S

C
）

遺
伝

子
実

験
施

設

畑
　

　
地

大
学

本
部創
立

五
十

周
年

記
念

館

リエ
ゾン

オフ
ィス

J
u
n
k
o
 F

u
k
u
ta

k
e

T
e
rr

a
c
e

−  53 −


